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１．はじめに
結婚と言われて何を思い浮かべるか。配偶者が出来るということ、新たに家庭を作ること、親
から独立するということ。結婚式と言われて何を思い浮かべるか。ウエディングドレス、誓いの
ことば、ブーケトス、披露宴もでは結婚嶬礼」と言われたら。私はいまひとつ想像し辛い。
他の人は知らないが私は結婚を儀礼だと考えたことはあまりなかった。しかし結婚というのは、
「結婚をしていないと一人前に見られない」と言うように社会の指標のようなものでもある。そ
の意味では間違いなく通過儀礼の一つであり、地域文化の特色をよく表すものなのであろう。
本章では結婚儀礼が小泊校下においてどのように行われ、変容してきたのか、またそれはどのよ
うな意識のもと行われた（或いは行われている）のか、具体的に例をあげ未1mの考察も交えつつ報
告していこうと思う。
2．「珠洲市史』に見られる結婚儀礼
この節では『珠洲市史第４劃における珠洲市の婚姻の習俗をまとめ、その概略を述べる。
ここに書かｵしているのは珠iIl}|市一般のことと言うよりも、珠洲市にある程度共通する婚姻儀礼の
過程を整理し、そのなかで地域の個別事例を挙げたものである。数十年前に編纂された本ではあ
るが、結婚儀礼の概観を掴む意味でも有効であろう。
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2.1撤回の成立
まず婚姻を結ぶためには相手を見つける必要がある。嫁を探す､話し始めのことを「クチヅケ」
と言った。嫁を捜す男の親の方からロを切るのが普通で、冗談以外で娘を持った親の方からクチ
ヅケをすることは普通なかった。ゾーヨ（費用）がかかるため、昔はザイコ（いなか）から町へ
嫁に出せるのは財産のある人で、普通はザイコからザイコヘ嫁に行くものであったらしい。
クチヅケをする相手は大抵親類で、それを聞いた親類がバクロウ（馬の売買人のこと）やアキ
ンド（商人のこと）のする話を思い出し、親類の人がナカドとなりエンピキ（家の格などを考え
て、話を進めること）するのである。
近いところに縁があれば､改まった仲人を立てなくても親戚などの口利きで話は十分に通じた。
それが、次第に遠方との結婚が増えてくるにつれて、お互いよく知らない家同士を結びつけるた
めに、村の有力者、あるいはセミプロの仲人を頼まねばならなくなった。
ナカド（仲人）は殆ど親類の人、隣近所の人、または知人である。ナカドが色々話を聞いた
りして娘のいる家に行くのだが、娘本人にその話は知らされず（ムコのほうも出稼ぎにいってい
るため知らない)、親同士で話し合う。親も裏聞きに行くことはあったが、娘にはその結果はもち
ろん、何も知らされなかった。
ナカドが何度も通って娘親が乗り気になるとナカドが銚子一本を持っていく。これをヨノオサ
メといい、ナカドと娘の親とでこれを飲みながら結納などの具体的な話が進められる。
あまりにナカドの話と食い違いがあると縁談が途中で壊れることがあり、これを「ススが入っ
た」という。ナカドは商売ではないので、特にナカドに対するお礼はなく、お中元･お歳暮の頃に
若い夫婦が挨拶に行く程度であった。
纈内のことをサカテ・サカテオサメ・テダル・オサメザケなどという例がみられる。これは地
域によって差があるようで、ヨメノオサメなどは結納であるように思われるのだが、このヨメノ
オサメをして織内の日取りを決めるのだそうだb織内は､ナカドが娘の家に酒だけもって行く例、
他にスルメ・コンブ・カツオブシなど持って行く例、酒と包み金を持って行く例に、酒の代わり
に包み金を持って行く例と様々である。さらに行われることも様々で、娘の両親とナカドが酒を
飲み交わす例もあればナカドは酒だけ置いて帰る例や、お酒を神様に供える場合・部落中（19～
31戸ほど）に配る場合、ナカドが何度も通うのが習わしのところ、とさまざまであったようだ６
恋愛結婚をスキドウシ・ネンゴロゾイ・ナカヨウナッタなどという報告もあるが、珠洲市独特
の言い回しはないし、極めて例が少ない。好きあって結婚した２人はほとぼりが冷めるまで北海
道や都会に行くなどした。ともかく親の言うとおりに結婚したもので、自分勝手な結婚をすれば
その村での生活は出来ないほどの陰口を叩かれたらしく、ナカドの持ってきた酒二升で買われた
ような結婚が普通だったらしい。
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2.2嫁迎え
ヨメドリは春と秋が多い。田植え前や秋上がりの暇なときにロ減らしのように嫁に出された。
仕事をしてもらうためにヨメドリしたようなもので、若い娘はヨメドリと気付かずに雇われてい
くのだと思った人もいたらしい。嫁どりと言われずに「麦の草むしりに行って来い」と言われた
などと言う事例もあった。
しかしこの事例は特別なものである。普通、ヨメドリの当日、ナカドが花嫁を迎えに行く（嫁
迎え)。迎えに行く人はナカド・ニカツギ（タルカツギとも)、ムカエニョウボ（ムコを迎えに行
くときはムカエオトコという）でいく｡ニカツギは他人で近所の人、ムカエニョウボはムコの親類
である場合が多かったようだ６ナカドだけで行く例もあるが大抵はこの３人で嫁迎えをした。し
かし時代が下ると、ツケドリといってムコもナカドやムカエニョウボとともに嫁の家へ正装して
迎えに行く例が増えたようである。
迎えの人たちが到着するとハバキヌギのお膳が出る。このハバキヌギとはハバキを脱いでゆっ
くりしてくれと言う意味であるそうだ｡ご膳の内容はこれまた様々であり、４種煩の簡単なものを
出すところもあれば、本膳と二の膳に分けて立派なごちそうが出るところもあったらしい。
そしてやっと嫁の出立となる。花嫁行列は夜、こっそりとなるべく人の通らないような田んぼ
道を通る。花嫁の同行者はオクリニョウボや．シモトニョウボに母親がつく場合もあれば、親は
同行しないところもある。花嫁行列とともに嫁入り道具も運ば)rし、箪笥、長持ち、夜具、鏡台、
たらい、御膳などを持って行ったようだbこれにミシンや電気掃除|幾などの電化製品も加わるよ
うになっていったという。
そして次に娼家に到着かと思いきや、婚家へ行く途中の道に縄が張られているのだbこれをナ
ワバリと言い、縄を張ることで嫁入りの邪魔をし、祝|義をもらおうとすることを言う。嫁入りの
日を知らせないようにしておいて、さらに夜に人気の無い道を通っていってもいつのまにかナワ
バリがしてあったのだという。ナカドや花嫁の袖を引っ張って妨害する人にも金を払い、見物人
にも金をぱら撒き、空の酒瓶が置いてあればそこにお酒を注ぐ。そうしてやっと通してもらえた
ようだ６
2.3嬬Lの儀式
ナワバリを無事通過するとムコの家に着く。そして玄関の前で盃を割るそうだが、盃をそのま
ま害りる例とそれで水（ムコさん方で用意）を飲んでから割る例、花嫁では無くナカドが割る例も
ある。同じ部落の同じ年代の人でも盃を割った人、割らなかった人がいる。
盃を割る儀式がすむとどの地区でも庭先か玄関で足洗いをする。実際に足を洗うところもあれ
ば足を洗う振りをするところもあった。どちらにしても足を洗う役をした人には祝|義が出たよう
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である。
次にハバキヌギ（オチツキ）という玄関を入ってから一休みした後、本膳へ入る前の簡単なご
馳走を食べる儀式がある。神仏に参った後に行われる場合が多く、ご膳の内容はいわし･豆･酒・
ごはん・ぞうになどだったようだ６しかし同一市内でありながらここにも混乱が見られ、いわし
以外は食べても良いところ、餅以外食べてはならないところ、冷酒だけ飲むところと様々だ６
ヨメドリはムコさん不在の場合が多く、夫婦盃は無く親子盃だけだった。ハバキヌギ（オチツ
キ）の御前の前か後かは相違があるが、この親子盃は本膳の前に行われる。親子盃などの儀式が
終わる頃にはもう夜も更けてきて、それから朝まで酒宴が続く。この酒宴は披露宴とは別物で、
ヒロウとは次の日祝宴のことを言い、この酒宴は「本膳」と言う。
本膳の宴が終わると、ニカツギの人たちが玄関を出る前にまた酒を飲ますbこれをワラジ酒と
いう。これが済むと給仕の人へ二番膳が出る。この二番膳はこの膳なしの本膳のみで、この本膳
の上に嫁側から用意してきた祝|義がのせられる（ムコさＭ則からも出る場合がある)。この頃にな
ると皆疲れているので三番膳はすぐに終わる。
そして式の二日目、ムコの友達や近所の人たちを呼んで刺身や１酉などで簡単に飲ますことをヒ
ロウという。ここでムコが顔を出す地区、出さない地区がある他、中流以下はヒロウどころか本
膳もしないという地区もあった。
2.4式後の行事
嫁の方の親が持ってきたまんじゅうを嫁と母親と姑の３人でアタリ(近所)へ挨拶に廻り配る。
しかしこれも地区により違うようで、子供を使い部落中にまんじゅう（モチ）を配らせ、それと
は別に嫁、母親、姑の３人で自分の班だけ酒を持って挨拶して廻る例や、式の道具と一緒にまん
じゅうも持ってきてしまっていて、それを三日目に配るのだと言う例もある。式から－週間くら
いたつと、今度は里帰りといって、同じようにムコの方が用意したまんじゅうを嫁（と姑）が持
って実家に帰る。
初めてムコさんが嫁の実家へ行く日をムコ入りという。嫁の実家の方の祭りや、盆・正月を利
用し、嫁とムコと二人でいったそうだ６
さらにゲンゾマイリという姑・嫁（・親）で寺や宮へ参るものをしたそうだが、これも結婚式
後三日目に行う地区もあればお寺で法事があるときにしたという集落もあった。
3．小泊校下の結婚儀礼
以下では今回実際調査をしてお話を伺った方の例を述べる。小泊校下は４集落（雲津・小泊.
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伏見・高波）からなるが、特に集落ごとに結婚儀礼の特色が見出せなかったため、小泊校下全体
の代表例として高波と雲津にお住まいの方の２例を挙げる。
3.1個別事例
Ｆさんの事例（高波、７０代女性、 昭和34年結婚）
o婚礼まで
昭和3４（1959）年当時は見合い結婚が主流であり、Ｆさんも見合い結婚だったそうだ６とは言
っても相手とは小さい頃から家族ぐるみの付き合いがあり伍さん曰く「喧嘩仲間｣)、よく知っ
た相手だったという。そしてその頃にはもう恋愛結婚は珍しいものではなかったらしい。Ｆさん
の場合は見合いの後、仲人が纈内品を持って娼家を訪問した。現在は仲人さんにムコ（もらう側
の人）がついて行くこともあるが、当時は仲人さんのみで訪問していた。纈内の際に結婚式の日
程を決めるが、結納から式まではだいたい半年から－年、急いでいても３ヶ月ほどは間をおくも
ので、すぐに式を挙げることはなかったようだ６
○婚礼当日
嫁入り道具が式当日にトラックに乗せて持ち込まれた。この嫁入り道具はＦさんの実家に－度
集められ、そこからムコさんの家へと運ばれた。結婚式には出ないお年寄り伍さんの祖母など）
に道具を見せるためだったという。洋・和箪笥、整理箪笥、下駄箱、細々とした生活用品一式等
を持ってきたのだが､Ｆさんが結婚した頃から家電製品を持って来る人も増え､Ｆさんは洗濯機を
持ってきた。しかしもちろん嫁ぎ先にも洗濯機はあったので､２つの洗濯機は並べられ､Ｆさんが
持ってきた洗濯機はＦさんのもの(出産後にはその子供のもの)を専用に洗っていたのだそうだ６
待ってきた道具は式当日に茶の間に並べられ、結婚のお祝いにやってきた人はそれを見てから
家に入ってくるようになっていた。これは２，３日ほど置いておかれ､挨拶に来る人がいなくなる
頃にしまったのだそうだ。
当日昼過ぎに、新郎新婦、親戚の乗ったタクシー、嫁入り道具を乗せたトラックが連なって婚
家に向かった。このときにナワバリが行われ、近所の人が縄を張って行く手を阻んだ６縄を張っ
た人にはご祝儀(500円ほど封筒に入れて）を渡し､縄を張っていなくてもその場にいる人にご祝
儀（５円、１０～３０円ほど小袋に入れて）をぱら撒き、そして通してもらえた。妨害は婚家に近づ
けば近づくほど増えるが、たくさん妨害されるのが良いとされていた。そのためご祝儀はたくさ
ん用意しておかねばならず、足りないと恥をかいたのだそうだ（後からもって行くことになる)。
婚家に入る前に、新婦は実家の水と婚家の水を合わせたもの（アワセミズ）を素焼の盃で飲む
行為をした（かわらけ)。その盃はその場で割るのだが、ちゃんと割れると縁起が良いとされた。
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次に足洗いを行った。実際は水を張ったタライにタオルを浸し、係りの人がそれでお嫁さんの
足をふき取るような仕草をした。
婚家にあがると、まず神棚に挨拶をした後で仏壇に参り、そして花嫁は白無垢から内掛けに着
替えた。この白無垢は実家から出てくる際に死装束の意味で着て、婚家では生まれ変わるという
意味で明るい赤の内掛けを身につけたのだ、とＦさんはおっしゃった。
そして夫婦杯、親子杯を交わした後、宴会という流れだったのだそうだ６
新婦は宴会中食事できず、ずっと正座していた。Ｆさん曰く、結婚式は新婦のお披露目のため
のものであり、終始座りっぱなしで品定めをされるが、新郎は比較的頻繁に席をはずしていたの
だそうだ６大抵新婦は一度衣装替えをするので、その際に一息ついて軽くおにぎりを食べたりし
た。しかし長く席をはずすことは良くないので（｢花嫁はどこ行った」と言われる)、すぐに戻っ
たのだという。着替える内掛けは最初の内掛けよりも落ち着いた色のものであり、Ｆさんは緑っ
ぽいものに着替えたらしい。
宴会は､始まる時は親族同士のものであり、夜中に知人が駆けつけた｡その知人に酒を振舞い、
宴会は徹夜で行われ、午前３時ほどになって宴会がやっと終わり、新郎新婦は寝た。
o式後の行事
２日目の日中に両親が新婦の持ってきた紅白饅頭と太鼓饅頭(ひし形）と酒と風呂敷（きれいに
箱に入ったもの）を近所に配る手配をする。配るのは近所の子供で、近所の人に渡した際もらえ
るご祝儀が子供の駄賃になる｡式自体に子供が来ることはほとんどない｡饅頭を配り終えた後に、
Ｆさんと実家の母とで班回り（7軒ほど）をし､姑とＦさんでゲンゾマイリにお寺(お宮にはいか
なかった）に行き、位牌のお水を替えてからお坊さんにご挨拶をした。そのとき「あなたの実家
のお祭りとここのお祭りは同じ日なので、あなたは実家のお祭りには行けませんね」と言われた
ことが印象に残っているという。これには、祭りのような行事があるときは必ず家にいなくては
ならないと言う意味合いが含まれているのだそうだ６
新婦は式の次の日から婚家に住み始める。昭和3４（1959）年当時は新婚旅行に行く人はあまり
おらず、行かなかった。結婚して３日後に夫を連れて里帰りをする。この際太鼓饅頭（ひし形)、
風呂敷を今度は実家に持って行ってそれを近所の人に頼み実家の近所の人に配る。一晩泊まった
ら帰る。
Ｓさん（雲l聿、’さん80代男'性、Ｔさん70代女性、昭和30年代結婚ウ夫婦の事例
o婚ﾄﾞしまで
Ｉさんの親類がＴさんを紹介したのがきっかけで､結婚が決められた。織内は仲人(男１人）が
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Ｔさんの家に御神酒とつつみ(金)をもって行った｡結婚式の前(1年以内か)に行われるのだが、
このときＴさんは出稼ぎ先の金沢におり、結婚の準備は親によって進められた。
嫁入り道具は買った店から直接婚家に運ばれた｡洋･和箪笥､長持､鏡台、バケツ、タライ（洗
面用具）などを持ち込み、婚家に持ちこまれた後は近所の人が見にやってきた。
Cl餅し当日
結婚式は一日で行われた。Ｔさん、Ｔさんの母、親子関係を結んだ１人（義理の親)、親戚、の
全員で５人ほどが宇治からバスでやってきた。冬場で雪が降っていたため､Ｉさんはオーバーを着
込んでいて婚家に入ってから着替えをした。終戦後で物がなかったためナワバリは行われなかっ
たが、雪のため到着は１７，１８時頃になった。
家に入る前に水を飲んで盃を割り、アシアライ（真似）を行った。その際足を洗う（ふりをす
る人、親戚など）にご祝儀を渡し、見に来ている人には包み銭（5円がつきもの）を渡した。
家の中に入ると着替え（白無垢だったかもしれないし、そうでなかったかもしれない、とのこ
と）をし、神1期、仏壇の順にお参りをして頭を下げた。
その後休憩を挟んで式が行われた。呼ばれるのは新婦側から５，６人（荷担ぎ:嫁入り道具を運
ぶ人、名前だけが残っている状態だったらしい）で新郎側はもう少し多かったような気がすると
のこと。式は座敷で行い仲人が真ん中に座る。夫婦盃、親子盃（新婦と新郎の親）を行う。お膳
には鯛やらくがんなどが乗せられていた。
２１時頃には式が終わり、皆が帰った後お手伝いさんも食事に呼ばれる。式の間新婦は黒い振袖
を着ていた。
○式後の行事
新婦とその母親だけそのまま婚家に泊まり、その他の新婦側の親族は宴会が終わると帰った。
式の翌日はゆっくりし､２日後と３日後くらいに新婦とその母親だけで近所のあいさつ回りをした。
Ｔさんは雲津の中でも同じ区の人にだけ（約30朝饅頭、酒、ふろしきを配った（息子さんの
結婚式の際は雲津中､約80軒に配った)。Ｉさんは式の次の日は仕事が休みだったが、それ以降は
通常通り出勤し新婚旅行には行かなかった。
結婚後２週間ほどで新婦は姑と実家に帰った。その際まんじゅう、ふろしき、酒、の定番のも
のをセットで持て行く。酒ピンのサイズはぱらぱらだった。実家には３日ほど滞在した。
3.2比較検討（地域・ﾛ寺代の違い）
以上､挙げたのは昭和30年代に結婚した方の２例だけだが、ここに挙げてない他の例を踏まえ
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て「珠洲市史」に見られる結婚式の例と比較すると、異なる点が多いことが分かる。まず－番大
きな違いはムコ不在の結婚式がほとんどなくなったという点だろう。昭和3４（1959）年の段階で
恋愛結婚はもう珍しくなく、昭和4４（1969）年に結婚したＴさん（伏見、６０代夫婦）たちの頃に
はできるなら恋愛結婚で、という願望があったそうだ６そして見合いであったとしても、見合い
の席にムコもちゃんといたし、結婚するまでの問に結構な回数会っており、式当日まで顔も知ら
なかったなどということは、もうなかったらしい。そしてムコが式に参加するようになり、これ
に伴い、親子盃だけだったものが夫婦盃も行うようになった。ＦさんもＴさんも、もう一方昭和
4４（1969）年に結婚したＯさん（雲津、６０代夫婦）も改めてムコイリというほどのことはせず、
式の前後ともムコは嫁の実家に極普通に出入りしていたそうだ。
他には、嫁迎えにおいてハバキヌギを行った方の例は今回なく、「昔のことではないか」とのこ
とだった。しかし逆に、嫁ぎ先でのハバキヌギ（オチツキ）は、ＯさんとＴさんは行っているの
に、それより前の昭和30年代前半（1950年代後半）に結婚したＦさんやＳさんの結婚式は行わ
れなかったと言う点が面白いと思う。おそらくこれは個人差と言うよりも、ＯさんとＴさんが式
自体を家で挙げていないためではないかと想像できる。嫁の入家式の後、Ｏさんは結婚式場、Ｔ
さんは神社に行って、結婚式を行ったのだという。実家から嫁ぎ先に移動してきて、さらにまた
式会場に移動する嫁の休憩の意味で、この地区では行われていなかった又はもっと昔に行われて
いたオチツキが採用されたのではないかと思うのだが、データ不足で確証はない。
「珠洲市史」には書かれていなかったが、おまんじゅうを配る際には、風呂敷をつけるという
ことが今回話を伺った大抵の家で共通していた。これは年代に関係ないようではあったのだが、
小泊校下には昔からある習'慣なのか、はたまた「珠iIlll市史』が書かれた頃にはなかったのかは不
明である。
そもそも、クチヅケなどとは言わない（｢クチヅテでは？」という方もいた)、ワラジ酒などし
ない、恋愛結婚はネンゴロゾイではなくスキヅレと言った等等、細かい違いを上げるとキリがな
い。しかし昭和40年代中ごろ（1970年前後)までは､多少の変化や差異はあるものの｢珠iI11､|市史」
にある記述と大きく異なる点はないように思われる。小泊校下でも「珠lIIl市史」に書かれている
ような結婚儀礼が広く一般的に行われていた、とまでは言えないが、大まかな流れとしてはこれ
に反するところはないだろう。
では今日の小泊校下における結婚儀礼もこの流れで行われているのかというと、そうではない。
今日の結婚嶬礼」は、４０年前のそれとは大きく異なるものとなり、それの役割や担い手をも変
え新たな形へと変容しているのだ６
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4．結婚儀礼の変容（現代、
このごろの結婚儀礼はだいぶ変わってしまったと言う。家であげる人は少なくなり、式場、ホ
テルはもちろん、金沢や、なんとハワイやスイスといった外国など離れた場所で式を挙げる例が
多く見られるそうだｂこの変容について前述のＦさん（高波）にお話を伺った。
結婚の「儀礼」面が簡略化されるようになったきっかけは、昭和40年代に市が主導となって行
われた生活改善運動にある。これには葬式や結婚式の簡略化だけでなく、小泊校下での祭りの統
合も含んでいたようだ。「家で（式を）やるとなると、用意する側は大変｣。生活改善運動の前、
結婚式でも祭りでも葬式でも、当時の主婦は用意にてんてこ舞いだったそうだ６さらに班内のお
手伝いをするために仕事を休んだりできないときはお手伝いのためのお手伝いをわざわざ雇った
りしたそうだ。「料理人やお手伝いさんを頼んで御膳を整え、給仕して…」２，３日夜も眠れず、
なんとその過労が崇って若山の方で人が死んだ、などという話も聞いたことがあるそうである。
結婚式や祭りでは招待客以外にも家に入ってくる人には酒が振舞われたため金がかかったし、お
葬式では供物を終わった後で参加者に配ったことから、奪い合いなどもあったらしい。結局祭り
も結婚式も葬式も元の形に戻ったのだが、運動以前よりは落ち着いたものとなり、それぞれが自
粛しようという流れになった。結婚式に関しては嫁入り道具を近所の人が見にやって来るニアラ
タメもわずかになり､式に子供や招待客以外の人が来ることはなくなった｡家に入る際の儀式も、
姑などがやって欲しいと言う場合はともかく、行われなくなってホテルで済まされるようになっ
た。昔は「あそこはあんな結婚式をした」などと言っては、他の人がどんな結婚式を行っている
か、自分のところはどのように行うべきか、手探りしていたが、今はそんなことはなくなったら
しい。
そして今の結婚式は、準備をするのも親から結婚をする本人たちへ移った。本人たちの好きな
ようにやっている。「親戚の数を絞り、友人を多く呼ぶことで気楽で華やかな会になっている｣。Ｆ
さんのお子さんも皆、遠くのホテルで結婚式を挙げたそうだ６昨今では親戚も各地に散らばり、
そしてやはり友達を呼ぶとなると、金沢などの交通の便がよいところではないと招待客が来づら
い。しかし逆に外国で式を挙げることも、ついでに観光が出来ていいという。しかし「自分は親
に準備してもらったから（結婚する本人たちが全部決めてしまうことは）少し寂しくは思ったけ
ど・・・」というＴさん（前述・伏見）のような方もいるようで、このあたりの考え方は人それ
ぞれらしい。しかし「本当に昔は観が）大変だった、今は楽になった」というのは一致する見
解のよう箔
いまや結婚は本人同士のものである。結婚の「儀礼」的な面や、家同士の結びつきと言った面
は失われつつあるようだ６Ｆさんの甥ごさんが結婚の際、甥ごさんの両親が相手の両親に「ooさ
９７
んをうちにいただきます」というような挨拶をしたところ「お宅にあげるんじゃない。・・君にあ
げるんです」と言われたらしい、とＦさんは可笑しそうに話してくださった。結婚とは親から独
立するということであるのでこれでいいのでは、のことだった。
「しかし結婚式やお葬式などの集まる機会がなくなると、親戚同士や地域の結びつきが緩くな
ってしまいませんか」という私の問いに、「今はもっと広い繋がりなんです６町内だけでは狭すぎ
る」とＦさんはおっしゃった。なんでも今は職場やPIAでの活動が盛んで、そういった交流の中
でもっと広い繋がりができているようだ６確かにそういう意味では、近所や親戚へのお披露目と
いう意味での結婚儀礼はもはや必要とされないのかもしれない。今も昔ながらの方法で結婚式を
する人もいるようだが、ナワバリをわざわざ頼んでやってもらっているといった感じのようで、
現代のナワバリ
写真１，２紅白の縄が用いられるなど、演出される
写真３，４ご祝儀を渡して通してもらっている
(写真はいずれも2009年12月９日に林（5章担当）が撮影）
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!懐かしくてしたい、してもらいたいといったエンターテイメント的なものらしい｡２００９(平成21）
年12月９日にナワバリが行われる婚礼があったのだが、このナワバリは事前に頼んでわざわざ貼
ってもらったのだそうだ｡紅白の縄を用いる人もおり、１つのパフォーマンスとしてのものである
ように思われる。
さらに過疎化防止のため県が主体となってよそからお嫁さんを呼び込む運動を進めているため
に、結婚儀礼における地域的特色や独特の言い回しなども消えていっていることも挙げなければ
ならないだろう。日本全国・外国から人々が集まってくるために、昔の習慣がだんだん消えてい
ったり、新しく来た人でも分かりやすいようなものになったりしていっている。その結果昔なが
らの地域性は薄れたのかもしれないが、いろいろな考えの人が入ってきたことでそれが新しい風
となって地域が活lYLt化していくのだという。もちろん外国から嫁をもらうというような場合は、
里からの付け届けがないとか正月子供のお年玉が少なくて可哀相などといったこともあるようで
はあるが。
「今はお嫁さんを連れてくることは息子の親孝行」という例もあるように、「結婚｣それ自体が
以前とは形を違えている。必ずしなければいけないとか、長男だから家を継ぐために云々という
のもあるかもしれないが、大昔のように受動的なものではなく、積極的に自らが選択することが
可能になった。「結婚」の形が変わるなかで、「結婚儀礼」も地域の枠組みを越えた、本人たちが
積極的に選択するものになっていったのだろう。
5．おわりに
今回の調査では、多くの方からお話を伺った。「昔はな、親戚でもないばあさんが新郎新婦の寝
る横の部屋に控えてたんだぞ」（小泊、Ｓさん、７８歳）などという話もあり、驚きながらも興味深
い話が多かった。伺った話を全てここに挙げることはできないが、結婚儀礼一つをとってもそれ
ぞれ色々な経験、色々な考え方があるのだと思った。
結婚後ほとんど使われない嫁入り道具に対して「見栄のために昔は無駄なことをしたものだ」
（高波、Ｓさん、６２歳）と言う人がいる。そうかと思えば「昔は適齢期になると両親や近所の人
があれこれ口を出して相手探しに世話を焼いたものだが、今は適齢期などなく、出来ちゃった結
婚だ６息子も娘も結婚していないが今では本人の思想とかいって口出しできない。相手を見つけ
ても親に許しを得ようかどうか考えるかも分からない」（雲津、Ｔさん、６２歳）と言う人もいる。
現在・過去と結婚について思うことは人によって様々だb何が良いとか悪いとかではなく、この
「結婚」という人生儀礼が、今後この小泊校下でどのように変容して行くのか。それは人々が何
を想いどういう時代背景を表すのか。これも一つの小泊校下の歴史であり、このような変容の過
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程を垣間見ることができたのは、私的ながら非常に有意義なものであったと思うし、これからさ
らにどのように変容していくのか興味深くもある。
最後に、今回調査にご協力いただいた皆様、また、直接お話を伺うことはなくとも温かく私た
ちの調査を見守ってくださった小泊校下の皆様に厚くお礼を申し上げ､終わりとさせていただく。
1００
